
特別区の財政の特徴と課題（訂正） 

 

伊藤久雄（ＮＰＯまちぽっと理事） 

 

＜正＞ 

 

４．特別区財政の現状 

（4）将来にわたる財政負担 

 

   板橋区の将来にわたる財政負担の状況     単位：百万円、％ 

区分 令和３年度 令和２度 

地方債現在高 A 29,820 28,623 

債務負担行為翌年度以降支出予定額 B 14,285 24,101 

積立金現在高 C 83,442 71,806 

将来にわたる財政負担 A+B-C −39,337 −19,082 

標準財政規模 132,617 130.061 

対標準財政規模比 −29.7 −14.7 

    豊島区の将来にわたる財政負担の状況     単位：百万円、％ 

区分 令和３年度 令和２度 

地方債現在高 A 20,139 22,970 

債務負担行為翌年度以降支出予定額 B 20,035 16,797 

積立金現在高 C 41,969 31,676 

将来にわたる財政負担 A+B-C －1,795 8,091 

標準財政規模 75,447 72.259 

対標準財政規模比 －2.4 11.2 

    新宿区の将来にわたる財政負担の状況     単位：百万円、％ 

区分 令和３年度 令和２度 

地方債現在高 A 18,619 20,376 

債務負担行為翌年度以降支出予定額 B 7,480 3,237 

積立金現在高 C 63,083 58,722 

将来にわたる財政負担 A+B-C －36,984 －35,109 

標準財政規模 92,869 89,385 

対標準財政規模比 －39.8 －39.3 

 

 この 3区も相当な違いがある。令和 3年度は 3区とも「将来にわたる財政負担」はマイナ

スであったが、マイナスの幅は、特に豊島区は小さく、令和 2年度はプラスで、対標準財政

規模比は 11.2％であった。それでも府中市よりは比率は小さい（「将来にわたる財政負担」

が少ない）。 

 特別区は 23 区の財政力に大きな格差があり、都区財政調整制度の目的の 1 つは 23 区内

の財政調整もある。 



ちなみに、港区の令和 3年度の「将来にわたる財政負担」と対標準財政規模比をみると次の

ようになる。「将来にわたる財政負担」の 1.5倍以上の「貯金」があることになる。 

 ・地方債現在高        173百万円 

 ・債務負担行為支出予定額  35,553百万円 

 ・積立金現在高      187,662百万円 

  ・将来にわたる財政負担 －151,933百万円 

 ・標準財政規模       97,733百万円  対標準財政規模比 －155.5 

 

 

＜誤＞ 

 

４．特別区財政の現状 

（4）将来にわたる財政負担 

 

 23区平均の「将来にわたる財政負担」は令和２年度が－41.3、３年度は－45.8であった。

そこで板橋区、豊島区、新宿区について、総務省決算カードから作成してみた。 

 以上３区の将来にわたる財政負担（対標準財政規模）は 23区以外の自治体からみたら脅

威？である。特に豊島区と新宿区の 3年度の将来にわたる財政負担はマイナスである。これ

は、両区とも地方債現在高がきわめて少ないことが要因である。他の特別区もマイナスのと

ころもあると思われる（前述のように、23 平均では標準財政規模の約半分の財政負担があ

る）。板橋区はほぼ 23区平均の財政負担となっている。 

 ちなみに、多摩地区市町村の将来にわたる財政負担（対標準財政規模）は、２年度 103.9、

３年度 96.3 であり、両年度とも将来にわたる財政負担は標準財政規模とほぼ同額である。

なお東京都以外の道府県は「将来にわたる財政負担」という指標は作成していないとおもわ

れる。 

 

  板橋区 

区分 令和３年度 令和２度 増減額 増減率 

地方債現在高 A 83,442 71,806   

債務負担行為翌年度以降

支出予定額 B 
14,285 24,101 

  

積立金現在高 C 29,820 28,623   

将来にわたる財政負担 

A+B-C 
67,907 67,294 

  

標準財政規模 132,617 130.061   

対標準財政規模比 －51.2 －51.7   

 

 



豊島区                       （単位：百万円、％） 

区分 令和３年度 令和２度 増減額 増減率 

地方債現在高 A 20,139 22,970   

債務負担行為翌年度以降

支出予定額 B 
20,035 16,797   

積立金現在高 C 41,969 31,676   

将来にわたる財政負担 

A+B-C 
－1,795 8,091   

標準財政規模 75,447 72.259   

対標準財政規模比 －102.4 －11.2   

  新宿区                       （単位：百万円、％） 

区分 令和３年度 令和２度 増減額 増減率 

地方債現在高 A 18,619 20,376   

債務負担行為翌年度以降

支出予定額 B 
7,480 3,237   

積立金現在高 C 63,083 58,722   

将来にわたる財政負担 

A+B-C 
－36,984 －35,109   

標準財政規模 92,869 89,385   

対標準財政規模比 －139.8 －139.3   

 

 


